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安原金次が隠しカメラで撮影した清国の風景写真

(安原章夫氏寄贈)



ぬ
ま
づ
近
代
史
点
描
　
７２

海
軍
少
将
安
原
金
次
と
そ
の
資
料

安
原
金
次

（
一
八
五
二
～

一
九
二
六
）
は
、
日
清
戦
争
を
控
え

た
時
期
に
中
国
大
陸
に
渡
り
、
軍
事
情
報
の
収
集
活
動
を
行

い
、

後
に
海
軍
軍
令
部
で
初
代
の
牒
報
課
長
を
つ
と
め
、
最
後
は
海
軍

少
将
に
な

っ
た
人
物
で
あ
る
。
成
辰
戦
争
時
に
は
彰
義
隊
に
参
加

し
た
ほ
か
、
明
治
初
年
に
は
沼
津
に
移
住
し
た
経
験
を
持

つ
旧
幕

臣
で
あ

っ
た
。
沼
津
兵
学
校
に
入
学
す
る
こ
と
は
な
か

っ
た
も
の

の
、
生
育
方
頭
取
支
配

（静
岡
藩
陸
軍
局
の
所
属
員
）
に
編
入
さ

れ
、
兵
学
校
附
属
小
学
校
教
授
の
小
野
田
東
市
や
関
某

（大
之
か

巳
吉
か
）
の
家
塾
で
学
ん
だ
。

安
原
は
波
乱
に
富
ん
だ
自
ら
歩
み
を
自
伝

（草
稿
）
に
ま
と
め
、

子
孫
に
残
し
た
。
旧
幕
臣
の
親
睦
団
体
で
あ
る
葵
会
の
評
議
員

（海

軍
部
）
を
つ
と
め
た
ほ
か
、
松
平
太
郎
著

『江
戸
時
代
制
度
の
研

究
』
（
一
九

一
九
年
刊
）
に
小
人
の
家
柄
だ

っ
た
自
家
の
古
文
書
を

提
供
す
る
な
ど
、
自
分
の
出
自
を
意
識
し
、
歴
史

へ
の
関
心
を
抱

き
続
け
た
よ
う
で
あ
る
。
自
分
史

へ
の
取
り
組
み
は
、
彼
に
と

っ

て
は
自
然
の
こ
と
だ

っ
た
。
筆
者
は
そ
の
自
伝
類
を
翻
刻
し
、　
一

冊
の
史
料
集
と
し
て
刊
行
さ
せ
て
も
ら
う
と
と
も
に

（樋
口
雄
彦

編

・
解
説

『海
軍
諜
報
員
に
な

っ
た
旧
幕
臣
―
海
軍
少
将
安
原
金

次
自
伝
―
』
、
二
〇

一
一
年
、
芙
蓉
書
房
出
版
）
、
資
料
の
現
物
は

安
原
家
か
ら
沼
津
市
明
治
史
料
館
に
寄
贈
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
た
。

こ
こ
で
は
、
同
書
に
収
録
で
き
な
か

っ
た
資
料
の
中
か
ら
興
味

深
い
も
の
を
幾

つ
か
紹
介
し
て
み
た
い
。

写
真
を
掲
げ
た
の
は
、
少
年
時
代
の
金
次
と
四
人
の
弟
た
ち
が

母
と
と
も
に
食
事
を
し
て
い
る
場
面
を
描
い
た
絵
画
で
あ
る
。
給

仕
を
す
る
女
中
ら
し
き
女
は
い
る
が
、
父
親
の
姿
は
な
い
。
長
男

で
あ
る
金
次
は
元
服
前
の
髪
型
で
あ
る
。
父
親
が
病
没
し
母
子
家

庭
に
な

っ
た
の
は
元
治
元
年

（
一
八
六
四
）
、
金
次
の
元
服
は
慶
応

二
年

（
一
八
六
六
）
な
の
で
、
そ
の
間
の
よ
う
す
を
描
い
た
も
の

な
の
だ
ろ
う
。
金
次
が
幕
臣
安
原
家
の
養
子
に
入

っ
た
の
は
慶
応

四
年
の
こ
と
で
あ
り
、
当
然
な
が
ら
実
家
で
あ
る
中
島
家
に
い
た

時
期
で
あ
る
。

扁
額
に
仕
立
て
ら
れ
て
お
り
、
画
風
は
浮
世
絵
の
よ
う
で
あ
る

が
、
明
治
以
降
に
昔
を
懐
か
し
む
べ
く
絵
師
に
描
か
せ
た
も
の
で

あ
る
。
金
次
自
身
も
絵
心
が
あ
り
、
「金
次
自
画
略
伝
」
と
い
う
絵

入
り
自
伝
を
残
し
て
い
る
。
比
較
す
る
と
浮
世
絵
風
の
人
物
の
描

き
方
が
似
て
い
る
が
、
扁
額
の
左
下
に
記
さ
れ
た
署
名
は

「金
次
」

と
は
読
め
な
い
。

表
紙
に
掲
げ
た
の
は
、
清
国
で
ス
パ
イ
活
動
中
の
安
原
が
、
衣

服
の
中
で
隠
し
使
う
カ
メ
ラ
で
撮
影
し
た
写
真
で
あ
る
。
裏
面
に

は
、
「此
写
真

ハ
明
治
十
九
年
予
ガ
清
国
福
州

二
到
リ
シ
時
携
帯
シ

タ
ル
秘
密
写
真
小
器
械

ニ
シ
テ
洋
服
ノ
内
懐

ロ
ニ
入
レ
眼
鏡

ハ
上

着
ノ
ボ
タ
ン
ノ
穴

ョ
リ
出
シ
テ
採
影
ナ
ス
フ
以
テ
傍
人
卜
雖
モ
之

フ
知
ル
モ
ノ
ナ
シ
故

二
予

ハ
砲
台
又
ハ
兵
営

二
至
り
屡
々
実
現
ヲ

写
シ
タ
リ
」
と
墨
書
さ
れ
て
い
る
。
決
し
て
表
に
は
出
さ
な
か

っ

た
で
あ
ろ
う
こ
の
よ
う
な
機
密
資
料
の
実
物
が
現
存
す
る
の
は
実

に
珍
し
い
と
い
え
よ
う
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（樋
口
雄
彦
）

安原金次

(磯山綾子氏所蔵)

安
原
金
次

一
家
の
食
事
風
景

（安
原
章
夫
氏
寄
贈
）
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シ
リ
ー
ズ

沼
津
兵
学
校
と
そ
の
人
材
　
９１

上
田
藩
へ
の
御
賃
入

沼
津
兵
学
校
の
教
授

・
生
徒
を
筆
頭
に
、
静

岡
藩
で
は
多
く
の
藩
士
を

「御
貸
人
」
と
し
て

他
藩

へ
派
遣
し
た
事
実
が
知
ら
れ
る
。
彼
ら
が

果
た
し
た
役
割
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
た
め

に
は
、
派
遣
先
の
藩
側
に
残
さ
れ
た
史
料
を
発

掘
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
こ
に
紹
介
す
る
の
は
、

そ
の
よ
う
な
史
料
の

一
つ
で
あ
る
。
明
治
三
年

（
一
八
七
〇
）
、
信
濃
国
の
上
田
藩

（藩
主
松
平

忠
札

・
五
万
石
）
に
フ
ラ
ン
ス
式
練
兵
教
師
と

し
て
派
遣
さ
れ
た
三
名
の
静
岡
藩
士
に
関
わ
る

も
の
で
あ
る
。

明
治
新
政
府
が
明
治
三
年

一
〇
月
に
発
し
た
、

陸
軍
は
フ
ラ
ン
ス
式
、
海
軍
は
イ
ギ
リ
ス
式
に

統

一
せ
よ
と
い
う
布
達
に
よ
り
、
諸
藩
で
は

一

斉
に
軍
制
改
革
に
取
り
組
む
こ
と
と
な

っ
た
が
、

上
田
藩
で
も
仏
式
陸
軍
教
師
を
招
聘
す
る
必
要

が
生
じ
、
そ
れ
を
静
岡
藩
に
求
め
た
わ
け
で
あ

る
。
藩
内
に
発
せ
ら
れ
た
こ
の
通
達
か
ら
は
、

静
岡
藩
か
ら
の
三
名
の
教
師
が
兵
隊
屯
所
に
寄

宿
し
な
が
ら
銃
隊
の
指
導
に
あ
た
る
こ
と
、
子

ど
も
た
ち
が
無
礼
を
働
か
な
い
よ
う
親
か
ら
も

注
意
す
る
よ
う
促
し
た
こ
と
な
ど
が
わ
か
る
。

佐
野
　
節

植
林
善
次
郎

野
田
針
次
郎

今
般
兵
制
之
儀

朝
命

二
依
り
仏
式

二
被
成
御
変
更
候

二
付
従

静
岡
藩
右
三
人
為
教
師
御
頼
相
成
当
分
之
内

兵
隊
屯
所
江
致
寄
宿
明
十
三
日
よ
り
銃
隊
稽

古
相
始
り
候
事

一
調
練
場
之
内
往
来
不
相
成
旨
兼
テ
布
告
致
シ

置
候
処
近
来
猥

二
相
成
間
々
通
行
致
候
族
も

有
之
趣
相
聞
不
相
済
事

二
候
向
後
心
得
違
無

之
様
可
致
事

一
銃
隊
稽
古
中
調
練
場
西
南
道
筋
通
行
之
節
右

教
師
御
他
藩
之
仁

ニ
モ
有
之
候
得
者
別
テ
心

付
幼
年
之
子
供

二
至
ル
迄
無
礼
無
之
様
親
々

ヨ
リ
可
申
聞
置
候
事

一
元
馬
場
当
分
之
内
往
来
差
留
候
間
其
旨
相
心

得
可
申
事

右
之
趣
可
相
心
得
候
尤
九
等
官
之
者
江

ハ

頭
々
ヨ
リ
可
申
間
候
也

十

一
月
十
二
日
　
　
　
　
　
藩
庁

（上
田
市
立
博
物
館
所
蔵

・
松
平
家
文
書
５９

「明

治
三
庚
午
歳

ョ
リ
至
同
四
辛
未
　
布
告
留
　
藩

庁
」
所
収
）

上
田
藩
が
こ
の
三
名
を
招
聘
し
た
こ
と
は
、

四
年

（
一
八
七

一
）
二
月
明
治
政
府
に
対
し
て

も
届
が
出
さ
れ
て
い
る

（
「公
文
録
」
）
。
た
だ

し
、
そ
こ
に
記
さ
れ
た
氏
名
は

「植
村
」
「銭
次

郎
」
と
誤
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
上
田
藩
側

の
文
書
に
記
さ
れ
た
野
田
針
次
郎
は
、
静
岡
藩

の
役
職
者
名
簿

『静
岡
御
役
人
附
』
（明
治
三
年

刊
）
で
は
沼
津
兵
学
校
附
属
嘲
吹
手
出
役
と
し

て
記
載
さ
れ
た
野
田
針
二
郎
と
同

一
人
物
で
あ

る
と
思
わ
れ
る
が
、
「次
」
「三
」
の
ど
ち
ら
が
正

し
い
の
か
は
わ
か
ら
な
い
。
植
林
に
つ
い
て
は
、

「植
林
」
「植
松
」
が
混
在
し
て
い
る
も
の
の
、
慶

応
四
年

（
一
八
六
八
）
七
月
時
点
の
移
住
予
定

者
名
簿

「駿
河
表
召
連
候
家
来
姓
名
」
（国
立
公

文
書
館
所
蔵
）
に
は
書
院
組
頭
取
と
し
て
、
同

年
末
頃
に
は
旧
幕
府
陸
軍
兵
士
か
ら
選
抜
さ
れ

た
沼
津
兵
学
校
の
暫
定
生
徒
と
し
て

（国
立
国

会
図
書
館
憲
政
資
料
室
所
蔵

。
西
周
文
書
）
、
そ

れ
ぞ
れ
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
佐
野
節
は
、
兵
学

校
附
属
嘲
吹
手
出
役
と
し
て

『静
岡
御
役
人
附
』

に
掲
載
さ
れ
る
佐
野
小
源
吾
、
あ
る
い
は
嘲
吹

方
教
授
だ

っ
た
と
さ
れ
る
佐
野
照
房

（左
金
吾
）

と
同

一
人
物
で
あ
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
が
、

確
証
は
な
い
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
三
名
は
静
岡
藩
内
の
他
所

で
は
な
く
沼
津
か
ら
上
田

へ
赴
い
た
も
の
と
推

測
さ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
明
治
三
年

一
二
月
二

三
日
付
で
上
田
藩
執
政

（も
と
家
老

。
大
参
事
）

師
岡
主
齢
か
ら
沼
津
兵
学
校
二
等
教
授
方
平
岡

芋
作
に
あ
て
た
、
「佐
野
御
氏
」
ら
御
貸
人
派
遣

に
対
す
る
礼
状
が
現
存
す
る
か
ら
で
あ
る

（沼

津
市
明
治
史
料
館
所
蔵

。
箕
輪
家
文
書
、
写
真

は
沼
津
市
明
治
史
料
館
刊

『図
説
沼
津
兵
学
校
』

四
三
頁
、
翻
刻
は
拙
著

『沼
津
兵
学
校
の
研
究
』

一
九
七
頁
に
あ
り
）
。
上
田
藩
で
は
、
静
岡
藩
の

協
力
に
対
し
、
知
藩
事
の
感
謝
の
言
葉
と
と
も

に
、
「国
産
素
品
」
を
お
礼
に
贈

っ
た
こ
と
が
記

さ
れ
て
い
る
。

明
治
二
年

（
一
八
六
九
）
二
月
に
陸
軍
を
イ

ギ
リ
ス
式
に
し
た
ば
か
り
の
上
田
藩

で
あ

っ
た
が
、
こ
う
し
て
仏
式
に
再

・　
　
　
変
更
し
、
上
等
士
官

一
三
名
、
下
等

一　
　
　
士
官
二
〇
名
、
士
族
兵
員

・
卒
兵
員

一　
　
　
各

一
二
四
名
、
士
族
劇
吹
方

一
〇
名
、

卒
嘲
吹
方

一
一
名
、
計
三
〇
二
名
か

ら
な
る
二
中
隊
を
編
成
し
た

（
『長
野

県
史
　
近
代
史
料
編
　
第

一
巻
　
維

新
』
、
五
九
七
頁
）
。
三
名
の
御
貸
人

は
、
翌
四
年

（
一
八
七

一
）
六
月

一

三
日
、
用
済
み
に
つ
き
帰
藩
し
た
と

一　
　
　
い
う

（
『上
田
市
史
』
上
巻
、

一
九
四

一　
　
　
〇
年
、
五
七
六
頁
）
。

・　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（樋
口
雄
彦
）

,r h,,&,.-i -1 ...... .-

静岡藩からの御貫人に関する上田藩の通達

(上田市立博物館所蔵 。松平家文書
「明治三庚午歳ヨリ至同四辛未 布告留 藩庁」所収)

し
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参標駿亀藤く鰺轟議豊が最糠饉礁擁機饉藤機鶴撫様
3年生は「音の暮らし」につ

いて、4年生は「江原素六」と
「音の暮らし」についてを中心に

職員の説明を聞き、展示を見て

学習しました。

館に送つてくれた感想を紹介

します。

中学生の職場体験を受け入れ、明治・大正

期の書籍のカード作りをしてもらいました。

昔の漢字にずいぶん苦労したようですが、熱

心に取り組みました。

10月 愛鷹中3人、第二中2人
11月 第五中 1人、原中2人、金岡中2人

金岡小学校4年生

金岡小学校3年生

第二小単校4年生

第一小学校4年生

浮島小学校3年生

開北小挙校4年生

門池小学校4年生

第五小営校4年生

原小学校3年生

門池小学校4年生

静浦小学校4年生

展示室でスケッチ。真剣です。

「輝く静岡の先人展 江
川坦庵とゆかりの人々」(会

期10月 1日～30日 ・県文化

財団共催)を開催しました。

多数のこ来館ありがとうこ

ざいました。

関連事業として講演会、

ギヤラリートークに加えて、

館独自企画として「江川坦

庵絵画教室」を3回開きま

した。延べ40人の小学生が

参力0し、クレヨンや色鉛筆、

絵の具などを使つて腕を振

るいました。作品は県主催

の 「坦庵絵画コンクール」

に出品しました。

6月21日大

9月 15日 (べ )

10月 6日 (本)

10月 19日 (本 )

10月 28日 C)

11月 8日 (ズ )

11月 9日 (X)

11月 15日 (天)

11月 15日ω

ll月 18日 (釜 )

11月 22日 (天)

中:響豊の磯艤体験 瀬饉燿購嬢爾歌轟

し

良
知
愛
悠
美
さ
ん

（門
池
小
六
年
）
の

作
品

音の道具の中でち

すこいなとおもいました。ふさ

ようじ、学校で作つてみました。

ちくちくしていました。

静浦小4年 石川歩夢さん

職場体験で特に印象に残ったのは明

治や8召和の資料がたくさんありびつく

りしました。桃里の検地帳を見せても

らつた時、江戸時代の農民はあんなに

管理されていて逃げられないようになつ

ていてびつくりし

原中

ました。

2年 須田陽介さん

耕

洲
″
ノ
●
３
‐

沼津市明治史料館通信
第 108号

平成24年 1月 25日

編集 。発行 沼津市明治史料館
〒410-0051沼 津市西熊堂372-1

TEL055… 923-3335
FAX055-925-3018

F口  帰」

みどり美術印刷株式会社

t

●
■

ヽ
■

“

―
●

いろいろな道具を見せてもら

いました。わたしははかりにびっ

くりしました。昔の人はあたま

がいいんだなと思いました。

原小3年 さきさん

私は昔の道具、江原素六さん

のことがたくさん知れてよかつ

たです。音の人はとでも苦労し

ていたことを知り

'電
気、水道

のありがたみがとでもよくわか

りました。

第二小4年 ―本はるかさん

きちょうな音の物を見せても

らいありがとうこざいました。

彗のれいぞうこはあまりひえそ

うもありませんね。

原小3年 山□れいさん

わたしは史料館に行くのがす

ごく楽しみで夜もあまりねてい

ませんでした。わたしは本当に

行けですごくうれしかつたです。

わたしはいっぱいメモをして、

お母さんに見せようと思って

しつかり間きました。

静浦小4年 伊藤瑞穂さん

電
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